
 

 

１１月３０日（木）の福祉体験では、視聴覚障害者の方の体

験談を聞いたり、アイマスクによる疑似体験をしたりすること

を通して視聴覚障害者への理解を深め、ともに生きていくため

に必要なことや自分にできることについて考えました。 

ぼくは、初めてアイマスクをして、階段やろうかを歩きました。そのとき、友達のうでを持って歩きました。

ふだん歩いて知っている場所だから、かんたんだと思いました。でも、じっさいにやってみると、ぜんぜんち

がって驚きました。だから、目の不自由な人はいつも危険ととなりあわせで、とてもさびしくて大変な思いを

しているのだと思いました。                         ４年 

 

 

 

 １１月３０日（木）に、ラグビー教室がありました。体育館で行われた講演で

は、ラグビーのことだけでなく、諦めない姿勢を５・６年生は学びました。校庭

でのタグラグビーの実演は基本的なラグビーのルールや動きを学びました。ト

ップアスリートの方が熱心に教えてくださり、子ども達も夢中でゲームに取り

組みました。また一つ、いい経験を積むことができました。 

 

 

 

 １日（金）、横浜美術館内にある「子どものアトリエ」に行き、絵の具、粘土、紙を使った造形活動を楽しみま

した。 

ぼくは、パンダとクジラとミッキーを絵の具でかきました。それからかげをうつして遊びました。楽しかっ

たです。お弁当を食べたあと、ふん水を見ました。              ６年 

 

 

 

 

５日（火）に福祉体験がありました。聴覚障害のある方から、普段の生活や手話

について話を聞きました。よく使う手話を体験したり、みんなで手話をつけながら

「世界中のこどもたちが」を歌ったりしました。 

「耳が聞こえない人と会ったのは初めてでした。耳が聞こえない世界には、良いことも悪いこともあること

に驚きました。また、手話だけでなく、ジェスチャーや指文字を使うことでコミュニケーションがとれること

を知ったので、耳の不自由な人に出会ったら、習ったことを使い自分の思いや考えを伝えたいです。」 

                                    ３年 

 

４年 福祉体験 

３年 福祉体験 

６組 子どものアトリエ 

５６年 ラグビー選手学校訪問 



 

 

 

４日（月）から８日（金）の人権週間に合わせ、人

権集会が行われました。計画委員の児童が、「みたけ子

ども憲法」についての話をしました。この憲法は、誰

もが安心して楽しく過ごせる学校にしたい、という思

いでつくられ、代々受け継がれているものです。また、

各クラスで人権週間に向けてのめあてを決め、取り組

みました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２日（火）に収穫祭がありました。午前中は米づくりでお世話になった村田さん、地域ボランティアのみな

さん、保護者のお手伝いのみなさんと一緒に、登校支援見守り隊の方々を招待し、もちつきを行いました。最後

は体育館で５年生と一緒につきたての餅を味わいました。午後からは学習発表会がありました。「米」をキーワー

ドに子どもたちがテーマを決め、調べ学習を行いました。クイズや劇、プレゼンテーションや体験コーナーを設

け、保護者の方々や全校児童に向けて発表しました。とても充実した一日を送ることができました。 

 

 

 

１３日（水）においもパーティーをしました。さつまいもを育てるために、

お世話になった地域の方々を招待しました。おいもパーティーを盛り上げよ

うと、おいもの歌やさつまいもケーキを作ったり、掘ったさつまいもを絵手

紙にかいたりと、２年生みんなで協力して準備しました。本番は、ご招待し

た方々とゲームをしたり、給食を食べたりして、交流を深めることができま

した。 

人権週間（人権集会） 

１年 三陽幼稚園交流 

５年 収穫祭 

２年 おいもパーティー 

１１日(月)に三陽幼稚園年長の園児と交流しました。園児に「小学校

って楽しそうだな」と思ってもらえるように、「学校は楽しいよの会」と

名付け、準備を進めました。学校の中を案内し、白衣を着てみるなど、

学校生活の体験を行いました。園児に分かりやすいようにという思いを

もち、お兄さんお姉さんとしてリードしながら、一生懸命に取り組む姿

が見られました。感想では、園児から「楽しかった」という言葉をもら

い、お互いに心に残る交流となりました。 


